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概要概要

本リリースノートには、OpenShift Container Platform リリース上の AMQ Online 1.7 に含まれる新
機能、改良された機能、修正、および問題に関する最新情報が含まれています。
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オープンソースをより包含的に設定する

Red Hat は、コード、ドキュメント、および Web プロパティーにおける問題のある言語の置き換えに
努めています。まずは、マスター (master)、スレーブ (slave)、ブラックリスト (blacklist)、ホワイトリ
スト (whitelist) の 4 つの用語の置き換えから始めます。この取り組みは膨大な作業を要するため、今後
の複数のリリースで段階的に用語の置き換えを実施して参ります。詳細は、弊社の CTO、Chris Wright
のメッセージ を参照してください。

オープンソースをより包含的に設定するオープンソースをより包含的に設定する
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https://www.redhat.com/en/blog/making-open-source-more-inclusive-eradicating-problematic-language


製品ライフサイクル

AMQ Online 1.7 は長期(Long Term Support)のリリースバージョンです。LTS 更新は、2023 年 6 月 30
日に製品の EOL まで提供されます。これらの更新は、重大なバグ修正およびセキュリティー修正に限
定されます。

製品ライフサイクルの詳細は、以下の Red Hat サポート記事を参照してください。

AMQ Online のライフサイクルの終了

Red Hat ミドルウェア製品のアップデートとサポートポリシー

AMQ LTS リリースでサポートされる期間

Red Hat AMQ 2021.Q1 AMQ Online 1.7 on OpenShift リリースノートリリースノート
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https://access.redhat.com/articles/6133261
https://access.redhat.com/support/policy/updates/jboss_notes#p_amq
https://access.redhat.com/solutions/5941551


第1章 AMQ ONLINE 1.7 の長期サポート
AMQ Online 1.7 は長期(Long Term Support)のリリースバージョンとして指定されています。バグ修正
およびセキュリティーアドバイザリーは、一連のマイクロリリース（1.7.1、1.7.2、1.7.3 など）で AMQ
Online 1.7 で利用可能になります。LTS リリースストリームに関する以下の重要な点に注意してくださ
い。

LTS リリースストリームは、バグ修正およびセキュリティーアドバイザリーのみを提供しま
す。このストリームに追加された新しい機能拡張はありません。

サポートされている設定を維持するには、LTS リリースストリームの最新のマイクロリリース
にアップグレードする必要があります。

LTS バージョンは、製品のライフサイクル終了（2023 年 6 月）まで、AMQ Online 1.7.0 時点
からサポートされます。

第第1章章 AMQ ONLINE 1.7 の長期サポートの長期サポート
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第2章 AMQ ONLINE コンポーネントバージョン
AMQ Online 1.7 on OpenShift Container Platform は AMQ Broker 7.8 および AMQ Interconnect 1.10 を
ベースにしています。

Red Hat AMQ 2021.Q1 AMQ Online 1.7 on OpenShift リリースノートリリースノート
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第3章 機能拡張

3.1. ルーターに許可される AMQP メッセージ転送の最大サイズの設定

router.policy.maxMessageSize フィールドフィールド を標準インフラストラクチャー設定に追加しました。この
フィールドは、ルーターに許可される AMQP メッセージ転送の最大サイズをバイト単位で指定しま
す。詳細は、「 標準インフラストラクチャー設定フィールド 」を参照してください。

3.2. グローバルデッドレターアドレスの有効化

globalDLQ フィールドを 標準標準 インフラストラクチャー設定に追加しました。true に設定すると、シス
テムは !GLOBAL_DLQ という名前のフォールバックグローバルデッドレターアドレスという名前のフォールバックグローバルデッドレターアドレス を確立します。
詳細は、「 標準インフラストラクチャー設定フィールド 」を参照してください。

第第3章章 機能拡張機能拡張
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https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_amq/2021.Q1/html-single/installing_and_managing_amq_online_on_openshift/ref-standard-infra-config-fields-messaging
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_amq/2021.Q1/html-single/installing_and_managing_amq_online_on_openshift/ref-standard-infra-config-fields-messaging


第4章 修正された問題
ENTMQMAAS-2632 - エージェントは多数の接続/アドレスが定義されている場合に予期せず高
い CPU/メモリーを使用します。
以前のバージョンでは、接続が多数あるデプロイメントでは、CPU の使用率が予期せずに高く
なっていました。この問題は解決され、ENTMQMAAS-2641 および ENTMQMAAS-2668 に関
連し ています。

ENTMQMAAS-2640 - 送信ブローカー接続のアイドリングタイムアウトが再接続をトリガーし
ない可能性がある
以前は、内部 AMQ Online ブローカープラグインがアウトバウンドブローカー接続のアイドル
タイムアウトを検出した場合、常にルーターに再接続できませんでした。この問題は解決され
ています。

ENTMQMAAS-2641 - Address/connection stats collections may misly run concurrently to
excessive memory use/OOMs
以前のバージョンでは、接続およびアドレスが多数あるデプロイメントでは、エージェントの
統計収集期間が超過する可能性がありました。これにより、前の接続中でも統計の収集サイク
ルが開始していました。これにより、メモリーに問題が生じます。この問題は解決されていま
す。

ENTMQMAAS-2646: 1.5.3 から 1.5.4 へのアップグレード後の自動リンクがありません
以前のバージョンでは、AMQ Online 1.5.3 から 1.5.4 にアップグレードし、キューアドレスタイ
プで既存の標準アドレス空間が定義されている場合、これらのアドレスは自動リンクが欠けて
いました。この問題は ENTMQMAAS -2657 に関連し ています。これらの問題は解決されてい
ます。

ENTMQMAAS-2664 - Monitoring does not work on OpenShift >= 4.7
OpenShift Container Platform 4.6 以降では、user-workload モニタリングがテクノロジープレ
ビューから一般公開に変更されます。これにより、user-workload モニタリングを有効にして
AMQ Online を監視する方法が変更されました。この問題は解決されています。詳細は、「
ユーザー定義プロジェクトのモニタリングの有効化」を参照してください。

ENTMQMAAS-2668 - Console で表示またはアップデートする接続速度が遅い
以前のバージョンでは、新しい接続または既存接続のメトリクスへの更新は、多数のコネク
ションを持つデプロイメントのために Red Hat AMQ Console に表示されるの速度が遅くなりま
した。この問題は解決されています。

Red Hat AMQ 2021.Q1 AMQ Online 1.7 on OpenShift リリースノートリリースノート
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https://issues.redhat.com/browse/ENTMQMAAS-2632
https://issues.redhat.com/browse/ENTMQMAAS-2641
https://issues.redhat.com/browse/ENTMQMAAS-2668
https://issues.redhat.com/browse/ENTMQMAAS-2640
https://issues.redhat.com/browse/ENTMQMAAS-2641
https://issues.redhat.com/browse/ENTMQMAAS-2646
https://issues.redhat.com/browse/ENTMQMAAS-2657
https://issues.redhat.com/browse/ENTMQMAAS-2664
https://docs.openshift.com/container-platform/4.7/monitoring/enabling-monitoring-for-user-defined-projects.html
https://issues.redhat.com/browse/ENTMQMAAS-2668


第5章 既知の問題
ENTMQMAAS-1281 - OpenShift Container Platform 4.x で OLM を使用して AMQ Online をア
ンインストールする際に削除されないリソース
回避策：回避策： Operator Lifecycle Manager(OLM)を使用して AMQ Online をアンインストールする
場合にすべてのリソースを削除する方法は、「 Operator Lifecycle Manager を使用し て AMQ
Online のアンインストール後に残りのリソースの削除」を参照してください。

ENTMQMAAS-1799: ルーターパターン一致構文を使用して重複したアドレスを定義できます。
標準のアドレス空間インスタンスでアドレスを定義する場合、以下の制限が address リソースリソース
の spec.address フィールドの構成に影響することに注意してください。

ルーターはアドレス区切り文字の文字としてピリオド(.)とスラッシュ(/)の両方を指定し、両方
の文字が同等であることを指定します。また、ルーターは明示的に含まれていない場合でも、
先頭のアドレス区切り文字文字を推測します。

AMQ Online はこれらのルールをエンコードしないため、ルーターネットワーク上で照合する
アドレスの定義を防ぐ必要があります。

回避策：回避策： この競合を回避する 1 つの方法は、以下のガイドラインに従ってアドレスを定義する
ことです。

アドレスでピリオドまたはスラッシュのいずれかを使用しますが、両方を使用しません。

アドレスセパレーター文字でアドレスを開始しないでください。

ルーターでの一致の一致に関する詳細は、Red Hat AMQ Interconnect ドキュメント、アドレス
パターンの一致について参照し てください。

第第5章章 既知の問題既知の問題
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https://issues.jboss.org/browse/ENTMQMAAS-1281
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_amq/2021.Q1/html-single/evaluating_amq_online_on_openshift/#proc-uninstalling-olm-workaround-rh-messaging
https://issues.jboss.org/browse/ENTMQMAAS-1799
https://access.redhat.com/documentation/en-us/red_hat_amq/7.5/html-single/using_amq_interconnect/index#address-pattern-matching-router-rhel


第6章 重要なリンク
Red Hat AMQ 7 でサポートされる構成

Red Hat AMQ 7 コンポーネントの詳細

改訂日時：改訂日時： 2021-07-01 16:04:08 +1000
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https://access.redhat.com/articles/2791941
https://access.redhat.com/articles/3188232
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